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1) A. B.φa瓦:eea<<Pa3BHTHe KamlTaJlH.9Ma B日目pbB sope中opMeHHO量 POCCHH))_ ((且01U!aδbIU 
じ四6UfeH-U51Hllcmumyma Hcmoput> BhInCK 10， 1956)， I1 ベストクヅェフによる要約に
よると，討論参加者は.B且モチヤロフ，K.B γフコフ， sφ ボルズ ノフ， M.~ヶ'フ
チェノレ， C. M ドプロフスキ ， M. Bネチみキナ， B. K ヤツンスキ ， r.A アルチュノ
フ，A.Bファデェフである。




































































6) A. B φa瓦田B <<Pa3回目τeKarlHTa呂田MBB旧日phs nope中opMeHHO抱 POCCI1I1>>， (<<点dfCAQδ"'"
Coo6，叫eflUHHflcmu四:ymaHcmopul日 BblrrycK10， 1956) CTp. 11 






































































10) TaMヲ'lCe，CTp. 22 



























11) 邦訳ν ニブ全集，第3巻， 628ペー ジ。



















第ー は， IW市場」の概念は，社会的分業 のー概念と， まったく不可分の








「辺境地Uをめぐるソヴヱト史芋の最近。討論 (167) 67 
進歩 が，石炭や鉄， ζれら具の『生屋手段のための生産手段」を獲得する
ための生産り強力な発展主要求する，という己とにある。j"ロ2
乙の第三点に関して v一一 γは iだから，資本主義の発展を横への発展
と縦への発展とに分けることの誤りであることが，わかる。全発展は 様に分
業によっておこなわれるのである」聞という o この後に，ファデヱ 7 の引用し
た説明がつづき，さらに i資本主義的技術のより低い発展諸段階 単純1事



















12) 邦訳ν ニーン全集，第1巷， 101へージ匂

























M. A ルノミチ 1917年までのウクヲイナ農村におけ高農業補院恨の社会的構造と農民の階紐
分解。
AMアンフイモフ 20世紀初頭ロシアにおける農業諸関原の性格に関するB.H レ ニ/。
E. A ルツキ 大10月社会主義草命準備期におけるボりシェピキの農業綱領の社会経済
的諸基礎し
n.1 クリモフ 1905-1907年革命期におけるさ苦働者階級と農民との同盟の問題についてa
刀 E ヘリャフスカヤ 極東に対するストルイピ γ移民政鯖の社会経済的諸結果。
A.Aフラムコフー 19世紀末から20世紀初頭のシ〈リア農業における資本主義発展の若干の問
題について。





















B φ ポルズー ノフ 20世紀初頭(1900-1914年〕のシベリア!極東の農業発麗に苅寸るつノベ
リア横断銑通四時響.
n. rガノレゾ 革命前 (19世紀末←却世紀初頭)セミレチイの農業諸関慌の歴史から.
旧日キリヤノフ 第一次世界大戦時 (1914-1916年〉のメテツ/ ソクライナにおりる農民。
日且グズネツォフ イ月前のチムバシアにおける農業問題.
刀 A セリパノー フスカヤ '"世紀末 20世紀初頭のオνンゾノレグりカザッタ人の経済的状態
と社会的分化。
討論重参加者は， B. K ヤヅンスキー ， A. <Tイェルサリムλキー， A. B ァァデェ7，M. A 
イスマイロフ， H. nエグノフ，A.B.シヤブカリン， H.M ドヮプロトゥポノレ， E.11νメシ
ナ， ψEローシ， M.C/ヘルゾフ，J1口 ミナリク，8.且 γュミトヨノ， E. B シゾ.f'ン
B.nダニロフ，K.11 シャフニヤ，であり， A 刀シドロフが結言書をのべている。


























16) (，Oco6eliH.ocmu AZpapflO'lO cmpoH POCCUU 6 nepuod U.MnepUa.lU3Ma)> A. H. 1962， CTp 
6-8 

























17) Ta.M JfCe， CTp. 170 
18) T a.M J1Ce， CTp. 265 
19) Ta.M :J/Ce， CTp. 266-7 
20) Ta.M :JfCe，ロp.267


























21) Ta.M :){Ce， CTp. 290 
22) Ta.M JlCe， CTp. 291 

















1B.11， v一二 γは ・プロジャやアメリカ合衆国のみでなく，ロ y ア農業









24) T a.u JlCe， CTp. 344-345 

























25) Ta.M :JICe， CTp. 345 
26) Ta . u:JfC久 CTp.346 
2η Ta.M :JIC久 CTp.301 
28) T aM :JICe， CTp. 302 


























29) T a.M ~e， CTp. 303 
30) Ta.M JfCe， CTp. 304 
76 仁176) 第 110巻第3.4号
以上が一つの道」についてのベノレソフの主張である。
次に，ベノレソフはロシア辺境地におけるこの問題についじ、ンャプカリン，























31) Ta.n .JICe， CTp. 30S 
32) TaM JlCe， CTp. 306. 



























33) 邦訳レー ニン全集，第13巻， 235へージ。



























「辺境地」乞めぐるソグヱト史学り最近の討論 (179) 79 
し亡の全機構的性格の中において考えなければならない。
の さらに，辺境地における独特な資本主義発展の実態の解明にとっては，
アメリカ型の道をのぞむ農民の闘いの経済的基礎である，農民経済の発展のあ
り方を無視してはならない。
亡のような基本的考え方に依拠すると Fにより，辺境地におけるフソレジョア
草命の不可避性，プノレジョア革命から社会主義章命への転化の必然性が解明さ
れるようになり，社会主義革命におけるロシア辺境地の独特な役割，位置， も
また明瞭になる， と考えられる。
